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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

「光と影」

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-0784

なごみ保育園

東京都町田市原町田5－1－5

社会福祉法人七五三会

乳幼児共に、遊んでいる時に自分の影に興味を持っている姿がある。日常生活の中でも、太

陽光が反射してできた虹や光の動きに気づく等、光と影に興味を持つ場面が多く見られる。

子ども同士や大人と関わり合い、試したり考えたりすることで「探求心・創造力」を育みた

い。

①　2025年  　7月29日（火）　～光であそぼう～（４歳児）

②　2025年　  9月17日（木） ～光の反射に興味を持つ～（４歳児）

③　2025年　11月18日（火）～色々な影を作ろう～（４歳児）

④　2025年　12月10日（水）  ～ブラックライトを楽しむ～（２歳児）

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・パネルシアターセット（ブラックライト）・ブラックライトシアター（クリスマス、

ハロウィン）　・蛍光絵の具　・筆　・皿　・画用紙　・スモック　・制作シート

暗がりを作り、特殊な光（ブラックライト）の変化に気付けるよう設定をした。自分たち

で書いた模様とブラックライト用に作られた素材の絵の光方の違いがわかるよう道具を用

意した。



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

なんで色が変わるの？どうやって光ってるの？など、子ども達が疑問を持って参加していたと

感じた。保育者側も、「どんなふうに見えると思う？」など投げかけることを意識しながら

関わったことで、大人の意見ではなく率直な感想が子ども達から上がっていたように思う。

蛍光絵の具を使い、自分で描いたものに特別なライトを照らすことで、きれいに光る不

思議さを知り、明るさや色、光の興味を広げた。

物語に出てくる絵の様々な色の光り方を楽しんだ。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

蛍光絵の具を出すと、「ピカピカしてる」と通常の絵具との違いを感じていた。ライトで光ることを伝えると、「なんで光る

の？」「どうしたら光るの？」と疑問を口にする子もいた。ブラックライトを出す際には、「どんなふうに見えるかな？」と投

げかけると、「黄色にみえる」「きらきらする」と興味をもって楽しみにしている様子があった。実際にライトを付けると歓声

を上げ喜んでいた。浮き上がった絵を見て「赤・水色」「きれい」など、素直な感想を保育者と共有していた。次に、ブラック

シアター用のパネルシアターで、様々な色を使った絵を出すと、複数の色が浮かび上がる様子を楽しんでいた。また、電気が付

いているときと付いていないときの色の変化（黄緑が黄色に見えるなど）にも疑問を感じている姿が見られた。


